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テーマ展

祈りにみる動物たち
2018年９月22日（土）～11月25日（日）

目次／テーマ展　祈りにみる動物たち　表紙／被災文化財再生をテーマ
とする２つの展覧会　『明日につなぐ気仙のたからもの－津波で被災し
た陸前高田資料を中心に－』と『未来への約束―いま語りはじめた気仙
のたからものー』をふりかえってp.2-3／展覧会案内　テーマ展「祈り
にみる動物たち」p.4-5／事業報告　ゴールデンウィークスペシャルイ
ベント　活動レポート　古文書入門講座p.6／事業報告　県博バック
ヤードツアーp.7／インフォメーションp.8

「猫図絵馬」と「猫の木像」
（猫図絵馬〔館蔵〕／猫木像〔陸前高田市・猫淵神社蔵〕）

かつて県内で養蚕が盛んだった頃、県南地方を中心に養蚕祈願のため、猫の絵馬を描いて神社に奉納する習俗がありまし

た。大事な商品となる繭を食いあらす鼠を駆除するため、家で飼われていた猫に願を掛け絵馬に描いたといいます。

本テーマ展では、県内を中心に“馬・猿・牛・狐・狼・猫”といった動物にまつわる信仰を紹介し、私たちが動物にどのよ

うな祈りや願いを託してきたのかをご紹介します。



■連綿と続く被災資料の再生
岩手県立博物館は2011（平成23）年４

月２日から、東北地方太平洋沖地震に伴

う大津波で被災した文化財、自然史標本、

関連資料の救出と再生に取り組んできま

した。岩手県太平洋沿岸部から救出され

た被災資料は概ね50万点に上り、平成30

年３月末までに22万点余りの資料につい

て安定化処理を終えることができまし

た。岩手県太平洋沿岸部の中でもとりわ

け深刻な被害を受けた陸前高田市の資料

が、９割近くを占めます。

津波で被災した資料の再生は、わが国

はもとより国際的にも未経験で、処理す

る資料の材質や形態も多様です。そこで

全国の専門機関と連携し試行錯誤を重ね

ながら、資料の状態に応じた処理方法の

構築を図ってきました。平成26年５月に

は、「活動に対する理解の醸成」、「技術

の共有と普及」、「大規模自然災害への備

え」、「被災した博物館の復興支援」を主

な活動目的に掲げ、「津波で被災した文

化財の保存修復技術の構築と専門機関の

連携に関するプロジェクト実行委員会」

（以下、プロジェクト実行委員会）が結

成されました。岩手県立博物館を中核館、

東京国立博物館、陸前高田市立博物館、

NPO-JCP、公益財団法人日本博物館協会

を主な構成機関とし、文化庁の助成を受

けながら、様々な活動を行ってきました。

その一つに、確立された安定化処理技

術の普及をテーマとする展覧会の開催が

あります。平成30年３月３日～３月28日

に開催した『明日につなぐ気仙のたから

もの－津波で被災した陸前高田資料を中

心に－』（前期展覧会）、４月３日～５月

６日に開催した『未来への約束―いま語

りはじめた気仙のたからものー』（後期

展覧会）は共に、プロジェクト実行委員

会との連携によるものです。

■開催した展覧会の概要
２つの展覧会では最初に、岩手県指定

文化財『吉田家文書』とその安定化処理

方法を取り上げました。吉田家文書は最

初に救出された資料で、この資料に対し

構築された安定化処理方法をベースに、

他の紙を素材とする資料、民具に対する

処理手順が構築され、実践されました。

当初、安定化処理作業は順調に進みま

したが、処理終了後４年余りが経過した

古文書や書籍類、海苔ごも等の植物繊維

を素材とする資料の中に、異臭の発生や

変色の発生が確認され、新たな課題が生

じました。東京文化財研究所と連携し調

査した結果、資料に残留する魚類のたん

ぱく質や脂質が微生物で分解され、有機

酸が発生することに起因する現象の可能

性が高いことが判明しました。そこで、

医療用の中性洗剤で洗浄するという工程

を新たに加えました。展示ではその点に

ついて解説しました。

海苔養殖の道具類（登録有形民俗文化財）

岐阜県出身の画家・蓑虫山人は明治期

に気仙地方を訪れ、広田湾の風景等を絵

に残しました。展覧会ではその一部と、

日本百景に選定された高田松原の震災前

後の写真を紹介しました。併せて、震災

前の高田松原およびその周辺の植生の状

況を、再生された植物標本を用い解説し

ました。広田湾には、気仙川から豊かな

森林を源とする水量豊富な水が注ぎ込ま

れます。海岸には汽水域やアマモ場、海

藻の森、砂浜、岩礁など様々な環境が形

成され、多くの生物を育んでいます。

このような恵まれた自然を背景に、広

田湾周辺の人々は、縄文時代から今日に

至るまで様々な漁撈用具を使い、漁を営

んできました。前期展覧会では処理が完

了したアワビ漁、サケ漁、ノリ養殖、後

期ではイカ漁、タコ漁、なまこや昆布、

わかめ等の採取に使用された用具類を展

示し、漁の様子を紹介しました。他地域

の漁撈用具や文献資料等との比較を通し、

近世以降、気仙地方には全国の様々な地

域から、ある特定の魚種や海藻を獲得す

るための漁法や養殖技術が伝えられ、時

代のニーズに応じ変化を重ねながら、今

日に伝えられてきた様子を見てとれます。

また、難解な漁撈用具の使用方法が児

童にも容易に理解されるよう、女子美術

大学の協力を得てイラスト画を作成し、

実物資料と共にパネル展示しました。今

後もイラスト画を併用し、文化財が携え

てきた未来へのメッセージを分かりやす

く伝えていきたいと考えています。

アワビ漁のイラスト画（女子美術大学提供）

再生された資料の中には、染織資料が

含まれています。そのほとんどに変色や

腐朽による欠失がみられ、繊維も脆弱化

していました。このような資料は、アク

リル板に挟んで形状保持が図られてきま

したが、女子美術大学によって立体復元

が試みられました。展覧会ではこのよう

にして復元された看袢（カンバン）や高

田歌舞伎装束などが展示され、染織資料

の新たな措置法として注目されました。

■被災文化財再生をテーマとする２つの展覧会

『明日につなぐ気仙のたからもの－津波で被災した陸前高田資料を中心に－』と
『未来への約束―いま語りはじめた気仙のたからものー』をふりかえって
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立体復元された看袢（登録有形民俗文化財）

救出された資料の中には多量の水を

使って洗浄することが困難なものが多数

存在します。アクリル画もその一つで、

カンバスの裏面を少量の水で湿らせた

後、吸水シートを使って残留する塩分等

を除去するという安定化処理法が、東京

国立博物館によって構築されました。水

彩画については、多糖類の硬質ゲル材料

を素材とするシートで資料を挟み塩分等

を取り除く方法が、NPO-JCP会員の手で

実践されました。展覧会では、その解説

と共に再生された資料を展示しました。

なお、処理後の蛍光Ｘ線分析で、いずれ

の方法でも相当量の塩分が取り除かれて

いることが確認されました。

■音の再生に成功したリードオルガン
形態に加え音の再生に成功した資料に

リードオルガンがあります。19世紀初頭

に三省堂機械標本部が海保社に依頼し製

作した、国内に現存する３台の内の１台

です。救出後、東京国立博物館および日

本リードオルガン協会の支援により、３

年余りの歳月をかけて再生され、陸前高

田市コミュニティホール、東京国立博物

館、名古屋市立博物館、新潟県立歴史博

物館で演奏会が行われました。

岩手県立博物館でも平成30年１月８

日、３月３日・11日、４月29日の４回に

わたり演奏会が開催されました。前期展

覧会開幕日の３月３日には、ピアニスト

の中村由利子氏、歌手の白鳥英美子氏、

ヴァイオリニストの伊禮しおり氏をお招

きし、講堂で150名を超える来場者を前

に、虹と雪のバラードなど13曲を演奏し

ていただきました。最後に白鳥英美子氏

のリードで、会場全員がふるさとを合唱

し、被災地の復興に想いをよせました。

リードオルガン演奏会の様子

■漫画関係資料
陸前高田市立博物館の収蔵資料の中

に、漫画コレクションがあります。将来、

漫画が江戸時代の浮世絵の役割を担うと

いう思いのもと、津波で亡くなられた学

芸員が創刊号から収集した資料です。漫

画は今や日本を代表する文化として、国

際的にも高い評価を得ています。漫画を

通じ、年齢や世代、国籍に関係なく多く

の人々と共通の話題を共有できると共

に、過去に生きた人々が未来に抱いた夢

を容易に知ることができる等、重要な役

割を担っています。

救出された資料はいずれも脆弱な洋紙

で構成されていたため、一枚ごとに中性

洗剤による洗浄と水への浸漬を繰り返

し、再生されました。後期展覧会では10

冊を展示しました。

女子美術大学を通じ、被災した漫画資

料の再生が行われていることをお知りに

なった漫画家・同大客員教授の萩尾望都

先生が４月22日に来館され、当該資料の

再生の状況を見学されました。翌日は

「ポーの一族の世界－漫画の魅力－」と

題し、過去と未来をつなぐ重要な媒体と

いえる漫画の魅力についてお話いただき

ました。会場には全国から180名を超え

る方々が来場し、熱心に聴講されました。

再生された被災紙資料を見学される萩尾望都先生（右端）

■広域的情報発信
連綿と続く被災文化財再生と博物館復

興への支援を目的とするシンポジウム

が、これまで被災資料の再生に従事して

きた研究者をお招きして、３月11日、当

館講堂で開催されました。シンポジウム

の後半では、ギューリック３世ご夫妻（米

国メリーランド大学教授）と宮川治代氏

（前米国バーミングハム公立図書館文化・

観光部長）による特別講演が行われまし

た。お二人の講師は、友情人形と答礼人

形が日米交流に果たしてきた役割を説明

され、併せて戦争と震災という２度にわ

たる危機を乗り越えた、被災地に伝わる

友情人形が今後、海を越えた新たな絆形

成に大きな役割を果たすことを、期待を

込めて述べられました。

再生された資料については様々な機関

が連携し、広域的視野に立った学術情報

の復元を進めています。今回の展覧会お

よび関連事業の成果を基に、未だ救出さ

れたままの状態で保管されている資料に

対する安定化処理方法の構築と、資料が

携えてきた未来へのメッセージの復元を

進め、被災地の重要な課題である交流人

口の増大にも貢献したいと考えています。

読者の皆様におかれましては引き続き、

温かい御支援の程お願い申し上げます。

（上席専門学芸員　赤沼　英男）
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動物をめぐる社会問題に目をむける

と、生態系の破壊といった環境問題、鳥

インフルエンザやBSEなど家畜の疫病に

関する問題、鹿や猪、熊といった害獣駆

除の問題、ペットの殺処分問題など、実

に多様で複雑な様相を呈しています。

その反面、現代人にとって日常的に触

れ合うことの多い動物といえばペットで

あり、人と動物との多面的な関わり合い

は少なくなりました。

古代より私たちは、動物に特別な力（霊

力）を見出し、これにあやかろうとした

り、動物の行動から物事の吉凶を感じ

取ったりしました。先人たちは、野生動

物に対し、親近感や恐怖心、畏
い

怖
ふ

・畏
い

敬
けい

の念を抱いて過ごしてきました。人と動

物との関係は、精神面で現代よりもより

深い意味をもつものでした。

今回のテーマ展では、これら動物にま

つわる多彩な資料を展示いたします。資

料をとおして、先人たちが抱いてきた動

物観や人間と動物との絆を見つめ直して

みたいと思います。

第１章　暮しのなかの動物たち
～飼う・治す・獲る・愛でる～

この章ではかつて私たちの暮らしに最

も身近な存在で家族同様に扱われてきた

馬や牛といった家畜にまつわる資料や治

療薬としての動物の役割、狩猟や愛でる

対象としての動物と人間との関係につい

て紹介します。

第２章　動物をめぐる俗信と伝承
～まじなう・化ける～

人々は自分の願いを叶
かな

えるために、ま

た物事がうまく運ぶようにと神や仏に祈

るとともに、そのことにふさわしい能力

や名前をもつ動物に願いを託
たく

しました。

野生動物がもつ生命力や神秘性には、魔

を寄せつけない特別な力を見いだしまし

た。動物の内臓などを薬として利用し、

角や牙など身体の一部を使ったり、動物

の絵や文字を描いた呪符・護符を作った

りして邪気を払おうとしました。

また、人間に化
ば

けて悪事をはたらく動

物や異常な霊力をもって祟
たた

る動物につい

ては、多くの不思議な物語が生み出され、

まことしやかに、表現豊かに語り継がれ

てきました。

動物をめぐる俗信と伝承は、今となっ

ては迷信として扱われることがほとん

どです。第２章では、現代社会において

は科学的でないと否定されてしまった

動物たちの怪異的な側面を紹介し、なぜ

これらが生み出されたのかを読み解き

ます。

数
じゅ
珠
ず
　〔館蔵〕

宗教者が用いる数珠の一種で、一般にイラタカ（口
寄せ巫

み
女
こ

など）念珠と呼ばれます。動物の上
じょうがく

顎や角
や骨、爪、貝殻、古銭などが付属します。

第３章　神の使いとなった動物たち
～馬・猿・牛・狐・狼・猫～

「お稲荷さん」につきものの動物とい

えば「狐」を、「天満宮」といえば天神

様と一緒に描かれる「牛」を思い浮かべ

る方が多いのではないでしょうか？これ

らの動物は一体どのような役割を担
にな

って

いるのでしょう？ 

それらの動物の多くは神
しん

使
し

（神の使い）

やご眷
けん

属
ぞく

（親族・身内的な存在）として、

神仏への願いを取り次ぐ存在として信じ

られてきました。

岩手県内においても様々な神使を見

ることができます。ここでは、県内を中

心に動物にまつわる信仰やバラエティ

に富んだ神使としての動物をご紹介し

ます。

撫
な
で牛
うし
〔盛岡市　千手院蔵〕

その中の一つ、地域に伝わる物語や風

習に関わり信仰の対象となった動物とし

て、盛岡市千手院所蔵の「撫
な

で牛
うし

」をご

紹介します。

かつて「南部牛」は鉄や塩などを運搬

し、沿岸と内陸を結ぶ重要な役割を担
にな

っ

ていました。千手院の「撫
な

で牛
うし

」は、塩

を運び、牛方に追われて息絶
た

え絶
だ

えに千

手院にたどり着いた背赤の牛と牛方清右

エ門の物語に基づき寄進されたもので

す。現在でも広く交通安全や子の健
すこ

やか

な成長の願いを叶えてくれるご利益があ

ると詣
もう

でる人が後を絶ちません。

「撫で牛信仰」は江戸時代に普及した

信仰で、これを示す錦絵「十二支の丑」（歌

川豊国三代／江戸時代／奥州市牛の博物

館蔵）なども併
あわ

せて展示します。

■展覧会案内

テーマ展「祈りにみる動物たち」
会期　平成30年９月22日（土）～11月25日（日）　会場　特別展示室

亀甲花菱紋鶴高蒔絵鞍･鐙〔江戸時代　館蔵〕
瑞鳥である鶴と亀甲紋で構成されています。
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第４章　あの世と動物たち
～不殺生・輪廻転生・因果応報～

仏教では、死後の世界の様子を地獄絵

などを用いて具体的に説いています。輪
りん

廻
ね

転
てん

生
しょう

説により、人間が死ぬと業
ごう

（一切

の行い）の善悪により霊魂は三
さん

界
がい

六
ろく

道
どう

の

世界を流
る

転
てん

して生死を繰り返すと考えら

れました。この中の地獄道は様々な責
せめ

苦
く

を受ける世界で、頭が牛や馬で身体が人

の形をした牛
ご

頭
ず

や馬
め

頭
ず

などの獄
ごく

卒
そつ

鬼
き

たち

が恐ろしい形
ぎょう

相
そう

で描かれています。

第４章では、佐藤耕雲画「地獄之図」（奥

州市長泉寺蔵）、「十
じゅう

王
おう

図
ず

」・「涅
ね

槃
はん

図
ず

」（紫

波町常光寺蔵）などの貴重な資料を展示

します。これらの資料には動物がどのよ

うに描かれているのでしょうか。資料を

とおして、仏教思想が人間の動物観に与

えた影響を読み解きます。

第５章　魂を弔
とむら
う

～供養と慰霊～
動物がもたらす人間への恩恵は計り知

れません。労役に尽力した馬の供養、肉

を提供する牛の供養、毎年故郷に戻り人

間の糧となった鮭への供養など、県内各

地には様々な動植物の供養碑・慰霊碑が

見られます。これらの建立理由や碑に込

められた人間の思いなどを写真パネルで

紹介します。

第６章　郷土玩具にみる動物たち
～おもちゃに願いを込めて～

全国には動物をモチーフにした様々な

郷土玩具があります。例えば、福島県の

「赤ベコ」に代表される「赤物」と呼ば

れる玩具は、疱
ほう

瘡
そう

（天
てん

然
ねん

痘
とう

）などの疫
えき

病
びょう

除
よ

けの意味をもつもので、病気から子を

守る親の願いが込められています。この

章では、民芸作家の村田三樹二郎氏（盛

岡市・村田民芸工房）が生前に蒐
しゅう

集
しゅう

した

全国の郷土玩具を紹介します。現在も工

房には所
ところ

狭
せま

しと郷土玩具のコレクション

が並び、職人の手仕事を長年にわたり見

守り続けています。第６章では、選
え

りす

ぐりの107点を展示します。表情豊かで

温かみのある全国各地の郷土玩具をご覧

ください。

※※※※※※※※※※※※※※※※※

今回のテーマ展は、多くの方々のご協

力を得て、先人たちが抱いてきた動物観

を多彩な資料からご紹介いたします。過

去・現在・未来をとおし人間と動物との

関係を改めて見つめ直す展示となるよう

構成いたしました。是非ご覧ください。

（専門学芸員　近藤良子）

≪関連事業≫
１　展示解説会　各回14：30～15：30　特別展示室　要入館料
　　①９月30日（日）　②10月20日（土）　③11月10日（土）
２　県博日曜講座・文化講演会　各回13：30～15：00　講堂　無料
　　①10月14日（日） 「動物をめぐる俗信と伝承～狐はなぜ化ける～」

講師：近藤　良子（展覧会担当学芸員）
　　②10月28日（日） 「動物神霊と信仰～江刺地方を中心に～」

講師：野坂　晃平氏（えさし郷土文化館学芸員）
　　③11月３日（土） 文化講演会「馬と人の恋～遠野物語とオシラ神～」

講師：前川　さおり氏（遠野文化研究センター）
３　博物館まつり「民俗芸能公演」　10月７日（日）　芝生広場（雨天時　講堂）鑑賞無料
　　山上衛氏（演目：民謡「南部牛追い唄」ほか）、二子鬼剣舞公演（演目：「狐剣舞」ほか）
４　「いわての動物写真展」　９月28日（金）～10月５日（金）9：30～16：30　古民家（南部曲り屋）
５　≪「ホン×モノ」コラボ≫〔岩手県立図書館×岩手県立博物館　連携企画〕
　　①岩手県立図書館ミニ展示「現代に生きる動物たち」　９月29日（土）～11月29日（木）
　　②図書館さんぽ　10月６日（土）14：00～14：45 ※要事前申し込み ９月22日（土）～県立図書館で受付
　　③ スタンプラリー：９月22日（土）～博物館テーマ展「祈りにみる動物たち」と県立図書館を巡っ

てスタンプを集めた方に、オリジナルポストカード（いわての動物たち）を差し上げます。なく
なり次第終了とさせていただきます。

佐藤耕雲画「地獄之図」〔奥州市　長泉寺蔵〕

全国の郷土玩具　〔盛岡市　村田民芸工房にて撮影〕
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５月４日（金）から６日（日）まで、「ゴー

ルデンウィークスペシャルイベント」と

題して２つのイベントが開催されました。

５月４日（金）・５日（土）の２日間

にわたって行われた「走れ！蒸気機関車

＆新幹線」は、岩手県内の鉄道模型愛好

者団体である、岩手鉄道模型仲間の会の

御協力を得て開催された、鉄道模型のイ

ベントです。モジュールと呼ばれる、箱

型のテーブルの上に、線路や建物が置か

れ、四季折々の美しい風景や町並みが見

事に再現されています。当日は、来館者

が所有している車両を走らせることも出

来たため、多くの家族や愛好者でにぎわ

いました。中には、既に引退してしまっ

た列車の模型が走ったほか、鉄道模型の

車両内に小型のカメラを積み、車窓の景

色がモニターに映し出されるコーナーが

設置されるなど、子どもから大人まで夢

中になって、鉄道模型が走る様子を見つ

めていました。

図１．鉄道模型モジュール

また、「はやぶさ」など、列車に名づ

けられた鳥類のパネルで展示し、学芸員

の視点で紹介するコーナーも設けられま

した。

「ミニＳＬに乗って出発進行！」は、

５月５日（土）と６日（日）の２日間行

われました。ＩＧＲいわて銀河鉄道株式

会社の御協力により芝生広場に本物そっ

くりのミニＳＬが運行されました。汽笛

を鳴らすミニＳＬに、乗車した子どもた

ちは大興奮で、大盛況でした。

（専門学芸調査員　原田祐参）

■事業報告

ゴールデンウィークスペシャルイベント
開催日　平成30年５月４日（金）～５月６日（日）

当館では毎年春に「古文書入門講座」

を開講しています。今年度は６月の週末、

全６回の講座を実施し、９名の方にご参

加いただきました。

さて、この講座はその名の通り、初心

者を対象とし、一般の方々が普段手にす

ることのない古文書に触れる契機を提供

すること、かなや数字など基本的な語句

のくずし字を学び、基礎的な読解力を身

につけることを目的とした講座です。講

師は当館の歴史部門の学芸員が務めてお

り、毎年工夫を重ねながら今日に至って

います。

テキストには、江戸時代の書物である

『平泉往来』、寺子屋で教科書として使わ

れていた『子供早学問』、『書館定』など

を用いました。これらの中には「変体仮名」

と呼ばれる仮名文字が多用されており、

まずはその習得が読解の第一歩となりま

す。また同じ漢字でもくずし方、くずさ

れ方は決して一様ではなく、解読や解釈

にあたり障壁となる場合も少なくありま

せん。講座の中では、そうした文字や語句、

文章を、一行ずつ丁寧に読み進めていき

ました。受講者の方々にとって、最初は

独力で解読することが難しい文字もたく

さんあったはずです。しかし、講座の回

を重ねるごとに、過去に見たことがある

文字が時には形を変えて繰り返し登場し

ていることに気付き、自力で読める箇所

が少しずつ増えていった、そうした実感

を持たれた方が多かったようです。受講

者のアンケート結果においても、満足度

の高さを見て取ることができました。

このことは講師を務めた学芸員として

非常に光栄であり、嬉しいことでありま

した。

当館歴史部門は、今後とも、古文書や

歴史学に関心を持つ初心者の方に学び

の場を提供し、学問の世界の裾野を広げ

るべく尽力してまいりたいと考えてお

ります。

（専門学芸員　佐々木康裕）

■活動レポート

古文書入門講座
平成30年６月２日（土）～17日（日）の週末、全６回

図２．芝生広場でミニＳＬ運行中

使用テキスト「平泉往来」
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平成30年度「国際博物館の日」の関

連事業として、岩手県立博物館では５

月20日（日）に「県博バックヤードツ

アー」を開催しました。

「国際博物館の日（５月18日）」は、

1977年にICOM（Internat iona l  Counc i l  o f 

Museums；国際博物館会議）によって制

定された記念日で、博物館が社会に果

たす役割を広く普及・啓発することを

目的としています。当館を含め、この

活動に賛同する世界中の博物館では、

毎年５月18日を中心に、無料開館や特

別講演会、地域連携事業の実施といっ

た様々な記念行事が行われております。

当館では国際博物館の日記念事業の

一環として、５月18日を無料開館とし

たほか、前述のとおり「県博バックヤー

ドツアー」を開催しました。博物館や

美術館などのバックヤードは、収蔵し

ている資料保護の観点から厳密な温湿

度管理や防犯態勢が必要となるため、

通常は職員以外の立ち入りを禁止して

おります。しかし、博物館の普及啓発

を目的とした国際博物館の日に限り、

普段は立ち入ることができない当館の

収蔵庫等の設備を特別に見学してもら

い、表からは見えない博物館の資料収

集保存活動の一端を知ってもらうこと

を目的として当事業を開催しておりま

す。このツアーは平成18年度に初めて

実施され、今年で13回めの実施となり

ました。

今年度のバックヤードツアーでは、

「文化財レスキューコース」と「歴史コー

ス」の２つのコースを実施しました。

それぞれ事前に御予約いただいた参加

者の皆様に、希望するコースを当館の

学芸員と一緒に周っていただきました。

まず午前には「文化財レスキューコー

ス」を実施しました。このコースでは、

2011年３月11日の東日本大震災で被災し

た岩手県沿岸の文化財や博物館資料が

どのようにして当館に搬入され、どう

いった経緯を経て安定化処理がなされる

のかを見学・実践してもらいました。被

災の有無に限らず、外部から持ち込まれ

た資料は、すでに収蔵されている別の資

料に悪影響をもたらさないように「くん

蒸」と呼ばれる殺虫・消毒処理を行う必

要があります。このコースでは、まずは

くん蒸処理がどこでどのようにして行わ

れるかということと、具体的にどういっ

た生物が文化財害虫となるのかといった

ことを見てもらいました。１匹ずつの体

はとても小さいのですが、貴重な文化財

にとっては大敵となる虫たちが多く存在

することを知っていただきました。その

後、修復館に移動し、被災した資料が修

復される工程を見ていただきました。津

波で被災した資料は海水に浸かってし

まったため、まず塩分を抜くための脱塩

処理が必要になります。そこで、作業員

から具体的な手順の説明を受けた後に、

今回ツアーに参加していただいた方々に

実際に脱塩処理を行っていただきました

（図１）。初めての作業ということもあり、

最初はやや緊張した面持ちでしたが、最

後には無事に作業をすることができまし

た。人の手による地道な作業を経て、一

点一点資料の安定化が行われていること

を今回のツアーで初めて知り、驚かれた

方もいらっしゃったようです。

午後に行った「歴史コース」では、

考古、民俗、歴史部門の３つの収蔵庫

を周りました。考古部門の収蔵庫（第

四収蔵庫）では、岩手県内の遺跡から

出土した多数の土器や石器標本の見学

を行いました。大昔の岩手の人々が実

際に使っていた道具を、展示室よりも

ずっと間近で見ることができました。

次に民俗部門の収蔵庫（第三収蔵庫）

に移動し、近代の道具類を観察しまし

た。博物館の収蔵資料と言うと、とて

も昔の道具ばかりというイメージがあ

りますが、民俗資料の中には昭和時代

に発売された洗濯機やテレビといった

ものもあります。参加者の方々は懐か

しさを感じ、思わず当時のことを思い

出した方もいらっしゃいました。コー

スの最後となる歴史部門の収蔵庫（第

一収蔵庫）では、収蔵されている刀や

鐔などを観察しました（図２）。今回は

実際に刀を持ち、その重さを体験して

いただきました。かつて武士が使用し

ていた本物の刀を構えたその姿は、皆

さんどこか誇らしげでした。

参加した方々は博物館の「裏」側を

体験することで、「表」に出ている展示

資料が博物館資料の中のほんの一部で

あることを実感され、とても驚かれて

いたようです。岩手県立博物館では、

来年度以降もこうした活動を継続して

行っていきたいと考えております。

（学芸員　望月貴史）

■事業報告

県博バックヤードツアー
平成30年度「国際博物館の日」関連事業

図１．文化財レスキューコースの様子

図２．歴史コースの様子
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平成30年９月１日発行

編集　岩手県立博物館
　　　〒 020︲0102　盛岡市上田字松屋敷34
　　　Tel.（019）661︲2831／Fax.（019）665︲1214
発行　公益財団法人岩手県文化振興事業団

〒 020︲0023　盛岡市内丸13︲1 
Tel.（019）654︲2235／Fax.（019）625︲3595

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 〈平成30年９月１日～平成30年12月31日〉
お知らせ

●資料整理に伴う休館
平成30年９月１日（土）～平成30年９月10日（月）は資料整理のため休館します。
●敬老の日　65歳以上入館無料

平成30年９月17日（月・敬老の日）は、65歳以上の方は無料で入館できます。
●文化の日　入館無料

平成30年11月３日（土・文化の日）は無料で入館できます。

展覧会
●テーマ展 ｢祈りにみる動物たち｣　　
平成30年９月22日（土）～平成30年11月25日（日）　２階･特別展示室
県内の動物にまつわる特徴的な信仰を紹介し、私たちが動物にどのような
祈りや願いを託してきたのかをご紹介します。※詳細はP.４－５展覧会案
内記事をご覧下さい。
◆展示解説会　特別展示室　要入館料　各回とも14：30～15：30

①９月30日（日）　②10月20日（土）　③11月10日（土）
◆文化講演会　講堂　無料　11月３日（土）13：30～15：00　
「馬と人の恋～遠野物語とオシラ神～」

講師：前川さおり氏（遠野文化研究センター）
◆日曜講座　講堂　無料　各回とも13：30～15：00

10月14日・28日　＊県博日曜講座の欄をご覧下さい
●新コレクション展
平成30年12月15日（土）～平成31年２月24日（日）
平成25年度から平成29年度に、新たに収蔵／登録した資料を中心に展示し
ます。　※詳細は当館ホームページにてご案内します。

県博日曜講座
第２・第４日曜日13：30～15：00　当日受付　聴講無料
当館学芸員等が岩手の文化や歴史、自然について解説します。

* 展覧会関連講座
９月23日「早池峰山の植物をニホンジカから守れるか」 （終了16：00）

高橋裕史氏（森林総研東北支所）
鈴木まほろ（当館学芸員）

* 10月14日「動物をめぐる俗信と伝承～狐はなぜ化ける～」
近藤良子（当館学芸員）

* 10月28日「動物神霊と信仰～江刺地方を中心に～」
野坂晃平氏（えさし郷土文化館学芸員）

11月11日「東北からみた明治～明治維新150年～」 武田麻紀子（当館学芸員）
11月25日「鳥獣と自然環境を語る」 藤井忠志（当館学芸員）
12月９日「（陸前高田修復関連）」 熊谷賢氏（陸前高田市博物館）

赤沼英男（当館学芸員）
12月23日「洪水について考える～水害・ダム・地層～」
 山岸千人（当館学芸員）

観察会・見学会（事前申込制）
●第76回自然観察会「早池峰山河原坊の植物観察」
平成30年９月30日（日） 9：00～17：00　於、早池峰山・河原の坊

早池峰山の河原坊周辺の植物を観察し、ニホンジカによる食害の影響に
ついて学びます。

講　　師：鈴木まほろ（当館学芸員）
定　　員：20名程度（小学生以上）　※要事前申し込み
参 加 費：3000円程度（傷害保険料・交通費）
募集期間：８月23日（木）～９月23日（日）（先着順）

●第76回地質観察会「雫石町の海と湖の地層を見る」
平成30年10月14日（日）10：00～15：30　於、雫石町　現地集合・解散

雫石町がかつて海や湖であった様子を、地層や化石を通して観察します。
講　　師：望月貴史（当館学芸員）
定　　員：20名程度（小学校高学年以上、要保護者承諾、）
参 加 費：100円（障害保険料）　※要事前申し込み
募集期間：９月12日（水）～９月21日（金）

観察会の申し込み方法：往復ハガキまたは専用電子メールで受け付けま
す。詳細はお問い合わせ下さい

博物館まつり
第10回岩手県立博物館まつり　平成30年10月７日（日） 9：00（開門）～16：00

体験コーナー整理券配布　 午前の部 9：10～　午後の部12：45～
各体験コーナーは 9：30開始

いろいろな体験コーナーが皆さんをお待ちしています！
※展覧会関連： 民俗芸能「南部牛追い唄・狐剣舞」 

動物ふれあいコーナーもあるよ（雨天中止）

ヒストリックカー＆クラシックカーミーティング
平成30年10月21日（日） 9：30～15：00　芝生広場　無料

岩手県内外の貴重な車が一堂に会します。

週末の催し
◆ミュージアムシアター　※９月はお休みします。
毎月第１土曜日13：30～15：00頃　講堂　当日受付　視聴無料
10月６日　「くちづけ」（映画／123分／一般）

堤幸彦監督。貫地谷しほり主演。心は７歳児のままのマコは元漫画家の
父に連れられてきた自立支援グループホームひまわり荘で居場所を見つ
けますが･･･

11月３日　①「ここから歩き始める」　②「盲目の名馬タカラコスモス」
（①実写ドラマ　②ドキュメンタリー／計81分／中高生～一般）
①認知症の親を持つ主人公とその家族との介護をめぐる葛藤と絆の紡ぎ

直しを描きます。
②女子高生と盲目の名馬との心の交流を描いた感動のドキュメンタリー

です。
12月１日　クリスマスアニメ特集「フランダースの犬」
（アニメ／103分／小学生～一般向け）
画家を夢見る少年ネロと愛犬パトラッシュにクリスマスの夜、奇跡が！

◆チャレンジ！はくぶつかん
毎月第２・第３土曜、日曜、祝日　小学生向け　随時受付

チャレンジ！マークをさがしてはくぶつかんをたんけん！
９月15日・16日・17日・22日・23日・24日 テーマ：秋
10月13日・14日・20日・21日 テーマ：動物
11月10日・11日・17日・18日 テーマ：高い
12月８日・９日・15日・16日 テーマ：新

◆たいけん教室～みんなでためそう～（事前申込制）
毎週日曜日　13：00～14：30　幼児（保護者同伴）・小学生20名程度
さまざまな遊びやものづくり、実験を体験してみましょう。
※全プログラム有料（材料費代／プログラムごとに異なります）。
※要事前申込み。開催日の１週間前の日曜日から電話または博物館で開館

時間（9：30～16：30、休館日を除く）に先着順に受け付けます。１度に
３名まで予約可能です。予約状況・材料費代はホームページでご確認く
ださい。

９
月

２日　（お休み）
９日　︵お休み）
16日　お月見かざり
23日　手づくり万華鏡
30日　アンモナイトの消しゴムづくり

11
月

４日　化石のレプリカ
11日　手づくり万華鏡
18日　こはくの玉づくり
25日　松ぼっくりのＸmasツリー

10
月

７日　（はくぶつかんまつり）
14日　ウォータードームづくり
21日　葉っぱのカラフルカード
28日　スライムであそぼう

12
月

２日　松ぼっくりのＸmasツリー
９日　まゆで干支づくり（亥）
16日　松ぼっくりの正月かざり
23日　まゆで干支づくり（亥）
30日　（お休み）

ミュージアムコンサート
12月24日（月・祝）　13：30～14：30　講堂　当日受付　鑑賞無料

親子で楽しめるクリスマスコンサート！

定時解説
平日～土曜日 13：30～14：30／日曜日 10：30～11：30

解説員が常設展示室をご案内します。そのほかにも随時、解説員が皆様
のご質問や解説のご希望におこたえしています。
※他の館内イベントとの兼ね合いでお休みする場合があります。

平成30年度の利用案内
■開館時間　9：30～16：30（入館は16：00まで）
■休 館 日　月曜日（月曜が休日の場合は開館、翌平日休館）

※９月17日（月・敬老の日）、９月24日（月・振替休日）、
10月８日（月・振替休日）、12月24日（月・振替休日）は臨時開館、
資料整理日（９月１日～９月10日）
年末年始（12月29日～１月３日）

■入 館 料　一般310（140）円・学生140（70）円・高校生以下無料
（　）内は20名以上の団体割引料金

※９月17日（月・敬老の日）は65歳以上の方無料
※11月３日（土・文化の日）は入館無料

※学校教育活動で入館する児童生徒の引率者は、申請により入館料免除とな
ります。

※療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、及び
その付き添いの方は無料です。


